
日本編集制作協会のホームページでは、業界の第一線で活躍する
編集者や企業の方のインタビューを掲載しています。混迷する電子
出版の時代を生き抜く仕事のヒントが満載です。

年に1 回、編集講座の拡大版として開催される拡大編集セミナー。
今年は「電子出版と読者の変化」と題して、書店・専門家・出版
社から各 1 名の代表者をお招きしてそれぞれの立場から見た電子出
版市場について講演いただきました。

第3部 「電子と紙の読者の違い」
講師：吉村 浩 氏
　　　講談社 デジタルビジネス局 デジタルコンテンツ営業部 部長

日本編集制作協会では編集制作の基礎知識の習得を目的とした
「基礎から学ぶ編集教室」を開催中です。
大手出版社のベテラン編集者が編集の基礎について講義します。
ぜひ、新人、中堅社員の教育の場、情報交換や相互交流の場と
してご活用ください。
お申し込みは事務局（TEL：03-5226-0036）まで。

＊開催日・講師・テーマは変更になることがあります。

今後の予定

●第 7 回 2013 年 1月24日（木）
思い通りの本にしあげるために

「印刷の常識（工場見学）」
場所：共同印刷（小石川工場）
時間：16時〜19時（予定）

●第 8 回 2013 年 2月21日（木）
手にとってみたくなる装丁にするために

「デザインセンスを磨く」
●第 9 回 2013 年 3月28日（木）
トラブルを防ぐために

「編集者として管理力をつけるには」

※講座タイトルは予定です

第2部 「電子書籍と出版文化の未来」
講師：植村 八潮 氏
　　　専修大学文学部 教授／出版デジタル機構 取締役会長

第1部 「書店から見る電子書籍市場とこれからの出版のあり方」
講師：小城 武彦 氏
　　　丸善CHIホールディングス株式会社 代表取締役社長
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第一線で活躍する方の
インタビューを配信中！

2012年
第9回拡大編集セミナー開催

第7期 編集講座
「基礎から学ぶ編集講座」



Vol.1 1    ｜   EDITORIAL MAGIC    ｜   03

秋田にしかないものに 
スポットを当てる

――『のんびり』は秋田県庁イメージアップ
推進室の発行するフリーマガジンですが、これ
はもともとどんな形で動き始めたんですか？
　県庁が新しい観光PR誌を発行するにあ
たり、その制作を一般公募するらしいってい
う話があったんです。その時に、地元で「コ
コラボラトリー（以下、ココラボ）」というギャ
ラリー・アートスペースを開いている笹尾千
草さんっていう若い女性と、彼女の友人た
ちが中心になって、これを地元で作りたいっ
ていう話が盛り上がっていたんですね。だ
けど、彼女たちは雑誌を作った経験がない。
そこで、私に相談がきたわけです。こういう
計画があるんですけど一緒に組んでやりま
せんかって。で、面白いね、やりましょうと。
――鐙さんは編集経験が長いわけですものね。
　秋田の無明舎出版という地方出版社で
20 年以上編集長を務めていましたが、だ
からって私が直接雑誌編集に関わるつもり
はなかった。せっかくのチャンスだから、こ
こはやっぱり若い人たちが作った方がい
い。今さら年寄りが出しゃばることはないと
思って、プロデューサーという立場で裏方
に徹することにしたんです。
――編集長の藤本さんという方は秋田の人

じゃないですよね。
　藤本さんは大阪で「R

リ ス

e：S」という雑誌
を作ってた人で、ココラボの活動を通して
笹尾さんとは以前から知り合いだった。で、
ここは彼の力を借りようということになって
編集長になってもらったんです。
――スタッフも地元の人と県外の人が混在
してますね。
　藤本さんが信頼できるスタッフを連れてき
てくれたんです。たとえば、表紙写真を撮っ
てくれているカメラマンの浅田政志さんは、
東京を中心に活動している最先端のカメラ
マンです。3 年前には木村伊兵衛写真賞
を受賞しています。秋田の若い人たちがそ
んな人と一緒に仕事をできるチャンスなん
て滅多にない。浅田さんのような一流のカ
メラマンと仕事をしてもらうことで、彼の技
術、考え方、写真に対する姿勢のようなも
のを秋田の若い人たちに伝えていきつつ、
同時に雑誌のクオリティも高めていきたい。
それが地元のスタッフと県外のスタッフが一
緒に仕事をするということの重要な意味だ
と思います。
――実際のコンペにはどんな会社が参加し
たんですか？
　公募説明会には20 社近くが来ていて、
その中には地元の編集プロダクションのほ
かに東京の大手広告代理店もいました。そ

んな激戦を勝ち抜けたのは、やはり私たちの
制作コンセプトがよかったからだと思います。
　コンペに参加するにあたって私たちが基
本にしたのは、秋田にしかないものを紹介
していくということです。従来の観光パンフ
レットのように、温泉やグルメの紹介だけで
は面白くない。地元に住んでいる私たちで
さえ知らないような、秋田にしかないものに
スポットを当てていこう。それを基本姿勢に
しました。
　そんな考え方をしたのには伏線があるんです。
　秋田では一年ほど前から「あきたびじょ
ん」という観光 PRキャンペーンをやって
いるんですが、その総合プロデューサーを
務めているのが梅原真さんという高知の方
なんです。彼がキャンペーンを展開するに
あたって折に触れて言っているのが、今さ
ら他県と同じようなことをやっても仕方がな
い。やはりその土地土地にある面白いもの
を出していきましょうと。泥臭いものでも何
でもいい。秋田に来ないと観られないもの、
触れられないもの、食べられないもの、会
えない人を出していこうと。そこで彼が出し
てた例が面白いんです。たとえば秋田市の
八
や ば せ

橋っていう所に「盛
さかり

」という中華料理屋
があるんですが、そこのレバニラ定食が滅
茶苦茶旨い。レバーの本場の大阪の人が

「大阪より旨い！」と言ったという。その他
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異質な他者の視線と力を借りることで、
新たな文化が生まれる。

今、秋田県が発行するフリーマガジン『のんびり』が全国の注目を集めている。

木村伊兵衛写真賞受賞のカメラマン浅田政志氏が手がける表紙写真や、本文デザインからライティングまでのクオリティの高さはもちろん、

従来の「観光客誘致用パンフレット」とはひと味もふた味も違うコンテンツ構成も人気の秘密になっており、

「『のんびり』を読んで現地に行きたくなった」と秋田を訪れる人や、「2号目が手に入らないので送って欲しい」という依頼も後を絶たないという。

紙媒体の衰退が声高に叫ばれる時代にあって、こうした現象が私たちに教えてくれているものは何か。

地元秋田で『のんびり』のプロデューサーを務める鐙啓記氏に、制作の基本姿勢を聞いた。

秋田県観光文化スポーツ部観光戦略課イメージアップ推進室発行『のんびり』プロデューサー
NPO法人あきた地域資源ネットワーク専務理事　鐙 啓記　氏

一 冊 の 雑 誌 が 地 域を変える

Vo l . 1 1
I N T E R V I E W

Keiki
Abumi

一冊の雑誌が
地域を変える

I N T E R V I E WV o l . 1 1



04    ｜    EDITORIAL MAGIC    ｜   Vol.1 1 Vol.1 1    ｜   EDITORIAL MAGIC    ｜   05                      

にも、角
かくのだて

館に看板もなくて目印は外に出て
るでっかいプロパンボンベだけっていう手打
ちラーメン屋があるんだけど、こういうもの
が面白いんだ。こういうところにスポットを
当てて外に発信すると、そこのレバニラ定
食を食べに行きたいとか、プロパンボンベ
を置いている愛想も看板もない手打ちラー
メン屋でラーメン食ってみたいとかいう人が
絶対秋田に来るんだと。これからの秋田は
そういうものを大事にしていこうというわけで
すね。
　そんな考え方は、私たちが普段飲みなが
らワイワイガヤガヤ話していることに非常に
近かった。だから、それを基本線にするとい
うのは、藤本編集長を中心にすんなり決ま
りましたね。
――それはやはり県外の人だからこそ発想
できるというところがあるんでしょうね。
　そうですね。秋田の人間だけだったら、
看板のないラーメン屋だとか、レバニラ定
食が売りの中華料理屋を紹介しようとは思
わない。逆に恥ずかしいから隠しておきたい
と考えてしまうかも知れない。だけど、それ
を徹底して正面から紹介していくことによっ
て確実にもう一つの観光情報発信になる。
それをやり抜いて、なおかつあるクオリティ
レベルを維持できたのは、やはり藤本さん
の力量だと思います。私たちも以前から面
白いとは思ってたんだけど、そこまで盛り上
げる力はなかった。そういう意味では、藤
本さんの外からの視点と力というのは大変
なものだと思いますね。
　それともう一つ、コンセプトの中心に置
いたのが、秋田の未来を背負っていく若
い人たちに力をつけさせたいっていうことで
す。こういう新しいメディアを自分たちで作
り、情報を発信していく力を身につけていく。
その指導をしてくれているのが藤本さんであ
り、東京や大阪の優秀なカメラマンやデザ
イナーなんです。私もこれまで秋田で長い
間編集の仕事に携わってきた。その経験と
ノウハウを若い人たちに伝えて、彼等が自
分たちだけでいろいろな活動をしていけるよ
うにするのが、このプロジェクトの重要な意
味なんだ。それを今回の企画書にきっちり

と書き込んだんです。そのあたりもコンペを
勝ち抜けた大きなポイントだと思いますね。

地域文化を 
創り上げていくために

――その成果は出ていますか？
　確実に出ていますね。
　第1号では秋田の寒天を取り上げたんで
す。秋田のある年代より上のお母さんたち
はなんでも寒天で固めちゃうって話が編集
会議で出て、それを藤本さんが面白がって
寒天の博覧会をやろうって言い出した。そ
れで寒天博覧会、略して「寒博宣言！」
の特集企画が固まったんです。
　しかも、それをやろうって決めてからわず
か1日で実現させちゃった。雑誌の取材だ
けだったらそれで終わりでいいわけですけど、
あまりにも集まった寒天が見事で面白かっ
たんで、雑誌の取材とは別に2回目もやっ
た。そうしたら40人くらいのお母さんたちが
50種類くらいの寒天料理を持って来てくれ
て、大変なことになった。みんな冗談半分
で作ってきてるんじゃなくて、ものすごく真
剣なんですよ。中には「寒天料理作りに
30年命かけてます」って女性もいて、「私
は今日のために30年間頑張ってきたような
もんです」って、最後は感動して泣き出し
てしまった。
　これをきっかけに地元の人たちが、来年
以降は自分達でやりたいって言い出してる。
この雑誌の特集企画がきっかけになって、
そんな風に地域独自の活動が生まれてくる
というのは、本当に大きなことだと思います。
――企画の立ち上げから博覧会の実現ま
でわずか一日っていうのはすごいですね。
　やっぱり笹尾さんとか、同じく編集スタッフ
の一人である矢吹さんなんかの若い情報ネッ
トワークがすごくて、私が全然知らない世界
をいっぱい知ってるんですよ。今、秋田に
もそんな若い人たちが増えてきてるんです。
　東京の大学を出て一度は就職してたり、
東京以外で働いていて帰ってきたりというよ
うな人たちが秋田でどんどんネットワークを
繋げてる。私たちの世代はお互いになんか

壁のようなものがあって、誰とでも簡単に
友達になるってわけにはいかなかった。同じ
映画を語るにしても、思想的なこだわりや
志向性の壁のようなものがあった。だけど、
今の若い人たちは、そんなものをすっ飛ば
してどんどん仲良くなってしまう。そういうネッ
トワークがこの雑誌を支えていると思ってま
す。何をするにもものすごい勢いで情報が
集まってくる。手伝いの人も来る。物も集
まってくる。そういうネットワークの力には感
心させられるばかりですね。
　かつては一度東京や県外に出てしまっ
た人が帰ってくる場所はなかった。なんか、
秋田に帰ってくることが負け犬のような、そ
んな感じがあった。実際、京都から秋田に
帰ってきたばかりの頃の笹尾さんも、「自分
は負け犬のようにして帰ってきた」って思っ
てたそうです。秋田に帰ってきても仕事もな
いし、泣きたくなるような毎日だった。だけ
ど、そこで奮起して仲間たちと一緒にギャラ
リーをはじめて8 年間頑張ってきた。そうし
たら、数年前からみるみる情勢が変わってき
た。今まで仲間たちと築いてきた地道なネッ
トワークがすごくいい形になって活きてきて、
どんどん花が咲き始めた。秋田県からアー
トプロジェクトの仕事依頼なんかもくるよう
になり、今では押しも押されぬ秋田文化の
担い手の一人になったんです。そうすると、
今度は笹尾さんの生き方に憧れて東京から
秋田に帰りたいって人がいっぱい現れるよう
になった。彼女と一緒に働きたいとか、同
じようにギャラリーをやりたいとか、あるいは
秋田に帰ってデザイン事務所やりたいとい
う人もいる。もちろん、秋田から動かずに
地元で頑張ってきた矢吹さんのような人も
活躍できるような環境ができてきたんです。
――そういう若いネットワークが動き始めた
という要因の一つに、美短（秋田美術工
芸短期大学）の存在も影響してませんか？
　それも間違いなくありますね。矢吹さんも
美短の卒業生です。デザインをやってて今
までギリギリのところで仕事をしてきたんです
けど、非常にいい仕事をするので高い評価
をされるようになり、それが今回のプロジェク
トに繋がっている。

　それから、なんといっても美短の先生た
ちの存在が大きい。美短には硝子工芸で
非常に有名な小

こ む れ

牟禮尊
たかひと

人先生って方がい
らっしゃるんですが、そういう人がいるため
に、秋田で硝子工芸をやる人がどんどん増
えてるんですよ。自分たちの硝子工房を作
りたい人が出てきたり、あるいは陶芸を始
める人が現れたりするようになった。そうい
う人たちが笹尾さんのギャラリーで展示会
やったりすることでしだいに市民の関心も高
まり、今度はそうした企画展示を県の美術
館がするようになったりして、どんどん文化
的土壌が整備され始めた。
　若い作家たちは、いろいろな制約のある
古いタイプのギャラリーではやりたくないと
思ってる。でも、笹尾さんのギャラリーだっ
たら難しい制約もなしに、自分の思うように
やれる。やっぱり同年代にしか通じない心
意気のようなものがあると思うんですよ。
　それに、美短は先生たちのほとんどは県
外から来た人たちですから、藤本さんと同じ
ような目で外から秋田を見てるわけですね。
秋田の悪い所を嘆くのではなく、一緒に頑
張ろうという姿勢がある。人生の若い時期
にそういう人たちから学べる、触れあえるっ
ていうのはとても貴重な体験です。それが
今度四年制大学になるわけですから、さら

発行：秋田県（観光文化スポーツ部観光戦略課イメージアップ推進室）

2012年７月25日に創刊した秋田県発行の観光客誘致用のフリーマ
ガジン。秋田の県民性である大らかで力強い「のんびり」精神と、経
済成長のなかで常に「ビリ」に甘んじてきた秋田を逆手にとって肯定し、
郷土秋田に誇りに持とうという思いを込めた「のんびり（ノン・びり）」
というまったく新しいコンセプトが全国各地で絶賛されている。

発行部数：2万部／B5判／P64

に大きな機会を生むでしょうね。
――一つの雑誌作りがさまざまな波及効果
を生み出しているわけですね。
　雑誌単体で見て、それで収益を上げら
れるかどうかってことだけを考えてる時代は
終わったような気がします。『のんびり』の
ような雑誌は古い出版社では絶対できない
と思うし、やろうという意志もないでしょう。
今回は従来の編集の枠に囚われない若い
人たちが取り組んだからうまくいったんだと
思います。
　実は今、日本各地で紙媒体をやってみ
たい若い人たちってけっこう多いんですよ。
各地でこれと同じようなものを作りたいとい
うことを行政に働きかけたり、自分たちでお

金集めてやったりしてる人たちがいます。だ
けど、残念なことに既存の出版社なんかは、
そういう若い人たちに編集のノウハウを分
け与えようとしない。自分たちだけで囲い込
もうとする。それは出版社にとってもいいこ
とじゃないと思うんですよ。彼らに自分たち
の経験を伝え、ノウハウを分け与えてやれ
ば、それがやがては出版文化の未来に跳
ね返ってくるし、自分たちの新たな事業領
域を開拓することにもなる。
　だから、日本編集制作協会の会員社の
方たちも、そんな若い人たちを支援するよう
な仕事に乗り出して欲しいと思います。
　紙媒体の未来は決して捨てたもんじゃな
いですよ。

フリーマガジン『のんびり』B o ok
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Profile

秋田県観光文化スポーツ部観光戦略課 
イメージアップ推進室発行『のんびり』
プロデューサー

NPO法人あきた地域資源ネットワーク専務理事

鐙 啓記 氏
Keiki Abumi

1953年秋田市生まれ。高校時代より地元秋田
で映画の上演団体を組織したり、演劇やミュー
ジックライブの企画を手がけたりする地域文化活
動を展開する。秋田駅前で「あぶみ書房」とい
う書店を経営した後、地元の無明舎出版に入社
し、編集長を務める。2000 年に同舎を退舎し
た後は、NPO法人あきた地域資源ネットワークを
立ち上げ、地域文化活性化活動の一翼を担う。
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　私が担当しているのはエンターテイメント業界の企
業様。報道分析や広報ツールなどのあらゆる広報
サービスをバックアップしています。私たちが行って
いる報道分析は、ただ社名が記載された記事をカウ
ントするというような単純なものではありません。何を
もって自社の記事とするのか、扱いの大小や、単独
で取り上げられているのかなど、定義を細かく規定し
て分析しています。
　入社して5 年、報道分析をやり続けていく中で、
情報がどのようにメディアに広まっていくか、その流れ
をつぶさに観察できるようになりました。たとえば、あ
る新しい情報が一紙で取り上げられたとします。する
としばらくしてから二紙に載り、さらに数ヶ月後、複数
紙で取り上げられていくといった具合に、川上から川
下までの情報の流れを把握しています。しかも、そ
の情報の出所は弊社のニュースレターだったりするこ
ともあるので面白さが倍増です。時折、川上の情報
が川下までの流れつく合間に記事の文脈や論調が
歪んで伝達されることも。そのときは、なぜ文脈や
論調が変わってしまったのか、その原因を自分なりに
考える癖も自然に身につきました。
　また、私たちが手がける広報ツールには、ニュース
レター以外にも、手帳型ファクトブックや簡易型社史、

危機管理マニュアルなどの評価が高く、特に手帳型
ファクトブックは、企業情報や歴史、業界動向がコ
ンパクトにまとまっていて、1994年から毎年発注い
ただいている企業様も。社員だけでなく、外部にも
配布できるため、利便性の高さはお墨付きですね。
　これからも、こうした業務で培ってきた多角的視点
を武器に広報支援のエキスパートとしてさらなるスキ
ルアップを目指します。

ジャーナリストの経験を企業広報へ
 
　弊社は現在、一般企業の広報支援を
専門的に手がけていますが、創業当時か
らそのような事業形態をとっていたわけでは
ありません。私はもともとフリージャーナリス
トとして活動しており、その経験を活かして
編集プロダクションを起こして事業を継続し
てきたのですが、やはり自分の会社を起こ
した以上、まだ誰も手をつけていない新分
野を切り拓いていきたいと思い、模索し続
けていたんです。
　そうした中で着目したのが企業出版の分
野でした。企業出版の歴史は古く、日本
企業が黎明期にあった明治半ばにはすで
に存在しており、企業のPR活動のルーツ
ともいえるもので、その歴史を紐解いていく
と「広報」というものの本質を捉えることが
できます。
　企業が自ら書籍や雑誌を出版するときに
大切なのは、それを単なる宣伝に終わらせ

てしまうのではなく、お金を払ってでも読み
たいと思わせる一般書として成立させると
いうこと。そのために必要なのは、冷静な
視点で企業の文化や戦略を分析・編集す
る力なのですが、それは言ってみればジャー
ナリストの視点と能力に見事に重なるので
す。ですから、フリージャーナリストとして培っ
てきた私の経験と蓄積を活かせば、企業
の発信したい情報を消費者の読みたいコ
ンテンツに変えていけるはずだと考えたの
です。

編集制作と報道分析の 
相乗効果を狙う

　企業広報を専門に手がけるようになり、
担当者と密にコミュニケーションをとってい
く中で新たに生まれた事業分野が「報道
分析」です。企業広報のメディア露出件
数や内容を、定量的かつ定性的に分析し
ていくのが報道分析です。これがなければ、
企業の広報担当者は自分たちの広報活動

がどれだけの効果をあげているかがわから
ず、次の広報戦略を立てられません。戦
略立案を補佐する優れた分析とは何かを徹
底的に追求し、ただ企業情報の露出度を
数値化するだけでなく、報道論調の分析や
広告料金を加味した上で、影響力の高い
媒体の選択肢を提供するなど、きめ細やか
な分析を行っています。そうした独自のサー
チメソッドを開発したことによって、大手企
業様からの信頼を得ることができました。
　私たちは、現在ジャーナリストの視点と
アナリストの視点を武器に、多様化する読
者ターゲットに合わせて、企業がどういった
情報発信をすべきか、またどのような論調
で発信すべきか、などの情報戦略をコンサ
ルティングしております。おかげさまでこの
分野においては主導的な地位を獲得してい
ます。
　これからも、より多くの企業の広報支援
を行い、専門性に磨きをかけることでニッ
チ市場のオンリーワンを目指していきます。

　弊社の現場では、社員一人ひとりが企業単位で
報道分析を担当し、広報ツールの編集制作は複数
名で行っています。さまざまな広報ツールを制作して
いますが、なかでも力を入れているのが企業情報を
発信するニュースレターです。
　ニュースレターの用途は企業様によってさまざまで
すが、主には広報担当者が自社の経営方針や事業
活動、新製品などの企業情報をメディア向けに発信
する広報媒体として使われています。ですから、企
業が伝えたい情報をいかに魅力的な記事に仕上げ
ていくかが大切。広告臭を避け、過度にへりくだら
ず、冷静な視点でお客様の情報を整理し、魅力的
なニュースに仕上げる……。こうした細かな編集制
作だけでなく、社会動向を的確に分析し、今メディ
アが求めているコンテンツ傾向を把握。それによって
広報戦略のコンサルティングも行っています。
　私たちは、お客様の記事だけでなく、業界、競合
他社の記事も含めて三十紙誌以上をクリッピングし
て報道分析をしているため、お客様が求めている情
報を先回りしてご提供できるというのも強みです。
　この仕事のやりがいを実感するのは、私たちが作っ

た記事がメディアに掲載されたとき。特に私たちの
書いた記事が、記者の手を加えられずにそのまま掲
載されたときはうれしいですね。つねに「俺の作った
記事をそのまま記事にしてくれよ」と魂を込めて編集
しています。
　お客様だけでなく、メディアからも信頼されるプロ
の記者としてこれからも取り組んでいきます。

タカオ・アソシエイツでは、手帳型ファクトブック、簡易型
社史・年史、危機管理マニュアルなどの広報ツールを制作
している。

制作現場に聞く　AJEC会員社 タカオ・アソシエイツで活躍する社員の方に仕事について伺いました。

ニュースレターはメディア向けだけでなく、株主や社員、ク
ライアント向けに発信することも。読者ターゲットに合わせ
た紙面づくりをしている。

株式会社タカオ・アソシエイツ
1978 年創業。 高度な分析力と洗練された編集スキ
ルを武器に、企業の広報活動を多面的にサポート。
報道分析などの広報効果測定から、ニュースレター、
社史などの情報発信と広報計画立案の3つの事業で
大手企業のコミュニケーションを支援。PRアワードを
はじめ数々の受賞歴をもつ。
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2008年に入社。新聞の小
さな求人広告欄の“報道分析
と編集制作”という文字に目
がとまり、聞き慣れない業務
内容にひかれて入社した。今
後は蓄積された分析結果を
用いて新しいソリューション
を開発していくことが目標。

木本 麻由
Mayu Kimoto

情報の川上から川下までを観察することで見えてくる社会
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広報活動支援の
オンリーワン企業を目指して
株式会社タカオ・アソシエイツ 代表取締役社長　髙雄 宏政 H i r o m a s a  T a k a o

2003年入社の今年で10年
目。広報を担当するお客様の
右腕として働き、「ああ、タ
カオを使っていて良かった」
と思ってもらえるような存在
になるために、努力を怠らず、
丁寧な仕事を心がけている。

中西 康仁
Yasuhito Nakanishi

お客様から、メディアから、信頼される企業の専属記者として

業務推進部
ディレクター


